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令和４年度 第９回川崎市薬剤師会

実務実習オリエンテーション

災害時の薬剤師の活動
川崎市薬剤師会実務実習委員⾧ 髙橋 健子

カリキュラムの確認

地域で活躍する薬剤師

目標 体験を通じて薬剤師の地域活動を理解する

災害時における薬剤師の役割について、討議や模擬体験を通して学ぶ。
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医療救護班
災害により負傷者が多くなると、
通常の救急医療では対応が難しい場合がある。
被害を受けた地域に臨時の医療救護所を設置し、
医療救護班は医療救護所において、負傷者の
応急処置や避難者の健康管理などを行う。

トリアージ

災害医療等で、
大事故、大規模災害
など多数の傷病者が

発生した際の
救命の順序を決める

応急危険度判定・・・地震後、余震等による建築物の倒壊や落下物、
転倒物による二次災害を防止するため、建築物の被災状況を調査し、
当面の使用の可否について判定 災害派遣医療チーム

災害発生から48時間以内を目安として活動。
発災から約72時間以上が経過すると、
急性期の患者数も落ち着き、
100時間程度で後方支援基盤が整うことから
活動は終結する。

Disaster Medical Assistance Team
ＤＭＡＴ
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一緒に活動したその他の派遣部隊
JMAT(日本医師会災害医療チーム)大阪・岡山・佐賀
JRAT(大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会)
DPAT(災害派遣精神医療チーム)
JDA-DAT(日本栄養士会災害支援チーム)
日本赤十字社
日本歯科医師会
日本薬剤師会 and more…

2016年4月15日～6月2日
1428チーム
6420名が活動(DPAT除)

災害派遣精神医療チーム

東日本大震災での教訓をふまえ、
精神科医療ニーズへ組織的に対応できる
医療チームとして2013年４月に創設。

熊本地震では、他のチームがほぼ６月までに
撤収していく中で、１０月まで活動を続けた。

Disaster Psychiatric Assistance Team
ＤＰＡＴ

8:00 薬剤師ミーティング
9:00 CO2測定（多目的室・廊下・事務室・モバイルファーマシー）
9:30 全体会議（リーダー・初期）

10:00 館内放送（おくすり相談実施について）
10:30 ごみの廃棄
13:00 足洗い場の消毒（ボウフラ対策）
14:00 館内放送
17:00 全体会議、J-SPEED提出
18:00 CO2測定
18:30 薬剤師ミーティング

その他 トイレ清拭用ハイター調整
避難所等の巡回
おくすり相談・OTC薬対応
災害処方箋応需・調剤・服薬指導

益城町で使用された医療用医薬品
３台のモバイルファーマシーで応需
６か所の救護所で災害処方箋を発行

処方箋枚数 ６４５０枚
保管数 ２７６品目
処方品数 ２２８品目

【処方数の上位品目】
・解熱鎮痛剤、総合感冒剤、降圧剤
・酸化ＭｇやミヤＢＭなどの消化器用薬
・時間の経過とともに鎮咳薬やトローチ
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私が実際にかかわった事例

●こどもの外傷→OTC対応
※ジクロフェナク禁忌

● 保健師からの相談
→ビカルタミド切らし、リュープリンも１か月中断
(MAB療法後、放射線治療の予定だった)⇒受診

● 浮腫、アーチスト服用中、腎臓病の既往あり、BP180/90
→看護師へ相談→JMATに診察依頼⇒受診
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